
令和5年度第3回環境委員会議事録

日時：令和5年2月10日（土）17:30～18:30
場所：丘陵市民活動センター 和室大広間

出席者：22名（支部長、副支部長、環境委員）、4名欠席

1．秋の大掃除について
・11月末に各自治会にて開催された。
・自治会のコミュニケーションの場としても必要である。

2.第4回地区内水質調査の報告
・令和5年11月19日10:00より、センター和室大広間にて開催された。
・測定地である調整池の親水広場の化学的酸素要求量の数値が５から8に上がった。
・昨年度は10月であったが、今年度は11月の調査であった。
・10月中旬以降、渡り鳥が14から15羽飛来してきた。ガマの除草作業も行われ、
　水の攪拌があったとの情報もある。

・数値10までいかなければ良いとのこと。
・このことを踏まえ、水質調査の時期を、毎年揃えるべきである等の意見が出た。

3. 「ナラ枯れ対策市民ボランティア」様より
門馬副支部長より

・ナラ枯れは、5ミリぐらいのナガキクイムシが、ナラの木に侵入することに
　よって、木を枯らす現象である。

・1本の木に1万から2万いる場合もある。
・これから、秩父地方での被害が予想されている。

・丘陵地区は、松山市内で、一番被害が多い地域。約2000本の木がある。
・枯れた木は、落下、倒木の危険があるので、歩道側の木から伐採する。

・ナラ枯れの状態によって青、黄、ピンクのテープが木に巻かれている。

・テープの木の側は、注意して歩くこと。

・２０２２年4月からトラップ作り900セット。
　（内、公園、緑地に500個取り付けた。）
・やまのめぐみ頒布会のお知らせについて

　2/24に腐葉土とカブトムシの幼虫の頒布。

4.本年度活動の振り返りと、令和6年度事業改革（案）
・5月のごみゼロ運動の時の、オオキンケイギクの防除の協力。
　根本から、抜かないとならない。

5.その他
戸森支部長より

・まちびらき40年の記念で、白山中学にニッキの木を植樹、記念式典が3/17
　開催予定。　　　　
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